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妊娠経過に伴う乳房の 発育状況と泌乳と の 関係





母乳晴育は児の 成長ばかりでなく, 母と子の 粁 (atta chm e nt) の 形成に重要な要 素 で ある と
言 われて い る
1)
. 本研究はこ の 母乳晴育の 意義を念頭 におきながら , 母乳栄養の確立 , その援助 ･
指導の ため の 効果的基礎資料を得たく, 59名の 妊婦を対象に妊娠の経過に伴 っ て変化する乳房の
形態とその 増大状況, 並び に超音波画像による乳房内変化を追跡し , これら の デ ー タ - を基に母
乳分泌との 関連につ い て分析 ･ 検討した. その 結果, 1 . 乳房は妊娠12過前後に 一 度急激 に発育
し
, 中期 には殆 ど変化が見ら れず , 妊娠24週を過ぎると著 しく増大する . 2 . 乳房 の 形態の み で
は乳汁分泌の 良否は判断で きな い . 3 . 超音波画像 は, 乳腺発達の 程度が 診断で き , 泌乳良否 の
予測が可能で ある . な どが明らかとな っ た . こ の こ とから妊娠中の 母親教育に際 して 乳房の 外計
測や超音波画像による乳房内の 状況を個別に提示 でき , 母乳晴育促進 へ の動機づ けに有用 である,
などが示唆された .
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はじめに
児の成長や健康維持には母乳育児が最もふ さ わ
しい と言う認識は , 古来か ら 一 貫 してもたれて き
た . 母乳の 持 つ 様々 な栄養素の バ ラ ン ス や ミ ネ ラ
ル や免疫物質の 存在は今なお人工栄養で は及ばず,
母乳に勝るもの はな い とされ て い る 2 ).
昨今で は ダイオ キシ ン と母乳の 関係が危倶され,
社会問題の 渦中にあるが , 児に対する母乳の 優位
性を考える とき, 一 日も早 い ダイ オキシ ン の 対策




一 時母乳育児は激減 した が, W H O/U NIC E F,
厚生省が ｢母乳育児｣ を成功させる ための 声明や
ス ロ ー ガ ン を掲げるな ど, 啓蒙に努めたこ ともあ っ
て 昭和45年には31%程度だ っ たもの が徐々 に上昇
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し, 平成7年には, 重後l.5 カ月時 に46.2 %, 3 カ
月 時 で38.1 %ま で に 回 復 し て き た 3) . ま た ,
Bo wlby はじめ , その 研究 グ ル
ー プ は , 比較行動
学の 立場から , 以下 の ような重要 な報告を して い
る .
即ち , 母親が母乳を与える授乳 行為 は , 母と子
の 相互作用を生み出し , 両者間に愛 の粋が結ばれ,
こ れを児の atta chm e nt(愛着) 形成 と名 づ け,
こ の形成が強い こ とが , 情緒の均衡をもた ら す
1)
と述べ て い る .
A主n s w o rth は, 母子が共に い る時間が多く, 母
親自身が乳児の 行動や発達の細部 に多くの興味を
もち , 母乳育児を エ ン ジ ョ イ して い る時 には , 児
も最も母親との 強い 愛着 atta chm e ntを形成 し,
そ の安定 した ア タ ッ チメ ン トが外界を探索する安
全地帯と して 役立ち , 技能と知識を 開発 し , や が
て 母親から他の 人物 へ の ア タ ッ チ メ ン トに発展し,
妊娠経過に伴う乳房の発育状況と泌乳との 関係
より大きな人間関係に拡大 して い くことに役立つ
の で はな い かと述 べ
, 『心の 安全基地』 の 重要性
を説い て い る 4).
また , Bo wlby は , こ れ ら は通常生後数カ月 の
うちに発達 し, 1歳 になるまで にサイバ ネティ ッ
ク に組織化され , その 人独自の行動パ タ ー ンを決
定づける 1)と云 い , Zahn - W a xle r
5) らも , その 行
動形態は , 母親が子どもをどの ように扱うかによ っ
て 大きな影響を受けると述べ て い る .
これ ら 一 連の 研究を通 し, Bo wlby は , 近年,
この 基本的な事実が無視され るようにな っ てきて
い ると警告を発 して い る .
我々 は , atta chm e nt の重 要性を啓 蒙し つ つ ,
母乳晴育の更なる推進を目指し, まずは母乳栄養
の確立か ら, との 思 い で , 妊娠中か ら母親 が意欲
的に対応できる具体的実際的資料を提示したく ,
その基礎的デ ー タを得るため妊娠経過に伴う乳房
の 発育 ･ 変化に つ い て , その 形態 ･ 2週間おきの
外計測から乳房の 発育状態を調査し, 併せ て超音
波画像撮影を行 い , 内部の発達状態を追跡した結




. 対象 : 富山市 内の 0産科婦人科病院に検診に
訪れる妊娠初期の 妊婦12名(全員初妊
婦) お よ び妊娠中期以降の 妊 婦47名
(内経産婦10名含む) 計 59名
2
. 期間 :1996年5月11日 - 同年12月28 日
3 . 方法 :
1) 妊娠初期の 妊婦に対 し, 妊娠20週まで
の 間 , 1週間に1回バ ス トの ト ッ プ周
囲と ア ン ダ ー 周囲の 自己計測を依頼





④出産1 カ月後の乳汁分泌状態をア ンケ ー
ト
3) 全デ ー タを総合し , 相互の 関係に つ い
て分析 ･ 検討 した .
※注 i) 形態分類 には藤井 ･ 橋口分類表6) (図
1) を使用
ii) 外計測は , 立位にて バ ス トの ト ッ プと
ア ン ダ ー の周囲値 ･ 乳房の直径 ･ 半径 ･
乳頭の 長さ ･ 乳輪の 幅
iii) 超音波画像撮影に は , A L O K A S S D
650, 10 M Hz ･ P (V D F-TrF E) イ ン ラ
イ ンセ ク タス キ ャ ン にて A C, A B, B D,
C D領域 7)(図2) 像を描出
統計処理には Stat Vie w Japa n 5.0を用 い て
ス ピア マ ンの 順位相関係 数 (Spe ar m a n
'
s c o r-
r elatio n c o n effic e nt by r a nk) の 検定を行 っ
た .
Ⅰ型 Ⅱ a 型 Ⅱ b型 Ⅲ 型
先戻の& 帥軽度. 乳房の鵬書取 乳房の跳書取 乳房の跳若gJ.
下垂を帥ない 下垂を伴わない やや下垂を伴う 苦しい下垂を伴う
図1 乳房の 形態分類
資料 藤井 久四郎ほ か :現代 産科婦人科 学大系11, P 29, 1972
図 2 乳房の 領域 区分
平田経雄ほか霜 : リア ル タイム乳 腺超音波診断 の 進 め方 ･ 考え方 , P34




1 . 対象の乳房形態の 状況 :
全期間にわ たり, 対象者の乳房形態には殆 ど
変動は見られず , その割合は
Ⅰ 型 34 %
Ⅱ a型 47 %
Ⅲb型 17 %
Ⅲ 型 2 %
で , Ⅱ a 型が最も多く約半数を占め, 次い で Ⅰ
型が多く (約1/3 強), Ⅱ b型 は Ⅰ型の 半数
に
,
Ⅲ型は 1人しか い なか っ た.
2 . 乳房の増大変化の 状況 :
乳房の トッ プ周囲値 ･ ア ンダ ー 周囲億をそれ
ぞれ非妊時を基点 (0) にし, 妊娠週数の経過
に伴 い 測定 した数値をグ ラフ に表してみると ,
図3 の ような状況で あ っ た . 即ち, ト ッ プ周囲
は , 妊娠12週前後 に急激 に増加 し, その 後16週
頃まで は緩やか に増大 し, 16週から24週の 妊娠
中期はあまり変わ らず , 後半期の28週 ･ 32週頃
までの 間に急激に大きくなり , その 後も少 しづ
つ 上昇を見せ , 出産時期 まで に平均6.5c m増大
する こ とが分か っ た.
一 方, ア ン ダ ー 周囲も, 妊娠16週頃まではトッ
プ周囲に比 べ , 比較的増加が少ない もの の緩や
かな増加が見られ, お腹 が目立ち始める妊娠24
過 , 28週頃か らトッ プ周囲億を引き離 して急激
な増加を見 , 妊娠36週頃に は平均約10c mの 増
加となり, 逆に出産直前 には , 約2.5c m減少す
る結果とな っ た .
図3 妊婦経過に伴う乳房の発育状況
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3 . その 他の部位の測定及び観察事項 :
乳房の 直径 ･ 半径 ･ 乳頭の 長さ ･ 乳輪の 幅の
測定か らは , 基準位置が測定の度に微妙 に変わ
るら しく明確な数値を得ると こ ろまで に は至ら
なか っ た .
また , 血管静脈の 怒張や妊娠線が見られ たり,
妊娠末期には乳腺の 発達を連想させ る堅い 乳腺
体ら しき内容物を触知するケ ー ス もあ っ た が ,
それぞれ に分けてみる と数が少なく, 同定で き
るまでの 例数が得られなかっ た .
4 . 超音波画像 に見る乳房内変化 :
先の 図3が示すよう に , 乳房の外計測値が急
激な増大を見 る妊娠32過ごろ になると , 図4 の
とおり, 6割の 妊婦 に乳腺組織の 著しい 拡張像
が認め られ , 特 に C D, B C, A D領域 の 皮下組
織の 多い とこ ろの順 に (こ こ に は , CD 領域 の
像を掲載), 鮮明に乳房の 内部像 が撮影され ,
時に は乳管まで も見 るこ とが で き, 妊娠週数の
経過と ともに, より顕著な像を確認で き る こ と
が判明した. しかし, AB領域だ けは胸骨が邪
魔をするの か皮下組織も貧弱 なこと から , 他の
領域 に比 べ 発達が不十分な措像を示 して い た .
また , 妊娠36週頃には8割の 人 に乳腺組織の発
達が認められるよう になり, 残り2割 の 人 は出
産間際にな っ て も不十分なままであ っ た .
5 . 乳房の形態と乳汁分泌との 関係 :
出産して 1 カ月後, ア ンケ ー ト調査 にて乳汁
分泌の 程度を質問し, 形態毎に母乳分泌の程度
を比較して み た (図5). その 結果 , こ れまで
Ⅰ型は分泌不良の タイプとの 報告8) 9) と は異な
る結果とな っ た .
また , 母乳分泌の 程度を以下の よう に得点化
し, 形態と の 関係を見て みた . 即ち ｢ほ と ん ど
母乳が出なくミ ル クの み｣ を1点 , ｢ あまり出
なく殆 どミ ル クでたまに母乳｣ を2点 , ｢殆 ど
母乳だが時にはミル ク｣ を3 点, ｢母乳 の み で
十分足りて る｣ を4点と し, ス ピア マ ン の 順位
相関係数を用 い て検定 した結果 , P - 0.456で ,
有意な相関は認めら れなか っ た .
6
. 乳房の増大度と乳汁分泌との 関係 :




乳房は皮膚, 乳腺, 脂肪組織, 結合織か らなり ,
そ れ ら に は血 管. リ ン パ 管, 神 軽か 存在す る 1 1)
乳管は 通常 , 管状 に 描出され る こ とは な い . し
か し , 妊娠中や授乳期 , あ る い は乳腺症, 乳管内
乳頭腫, 乳癌等で拡張が起きる と描出され る よう
に なる
7 )
K 子 さん : 泌 乳良好 初産 ･ l 型(非妊時 : 体重43. OKg. 身長160c m, バ ス ト73. Oc m)
体重 増加圭 :4, 5Kg. バ ス ト 増 大 値 : 4. Oc n. 分 娩 : 35W6D , B･Y : 2089g
妊 娠25WOD 妊娠32WOD 分娩後 :3 日 目
y子さん : 泌乳や や 良
妊娠32WOD
初産 ･ Il b型(非妊時: 体重50. OKg, 身長165c m. /〈 ス ト80. Oc m)
体重増加Jt: 9. 5Kg, バ ス ト増大値 :6. Oc m, 分娩 : 39WOD . B･W :2885g
妊娠36WOD 分娩後 : 3 日 目
N子 さん : 泌乳全く無 し 初産 ･ IIa型 (非妊時 : 体重54. OKg. 身長159c n. バ ス ト80. Oc m)
体重増加壬 :6, OKg. バ ス ト増大値 ニ7. Oc m. 分娩 :37W4D . B･Y :2887g
図4 乳房の 超音波画像 ( 右乳房)
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発育イこ良 や や 不良 か I,i-り良 い 非 常に 良い
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図 6 乳房の 増大と泌乳状態
ぞれ図表上 にプロ ッ トして みる と図6の 通りで
あ っ た ｡ また , こ の 両者間の 相関関係を同 じく
ス ピア マ ン の順位相関係数を用 い て検定した結
果 , P - 0.277 で有意な相関は認め られなか っ た.
7 . 超音波画像所見からの 乳腺発達度と乳汁分泌
と の 関係 :
図4 が示すとおり , 超音波画像上 か ら , 乳腺
の 発達程度が明らかに把握で きる . 上段の K子
さんは妊娠35 W 6 Dで早産した ケ ー ス であるが ,
既 に妊娠32 Wで 乳腺発達が著 しく完全に母乳栄
養 が確保で きて い る . 中段の Y子さ んは , K子
さんと同時期の32 W頃K子さん ほ ど著しくはな
い が , 乳腺発達が良好 に進行 し分泌も良い 例 .
下段の N子さん は先の 2人と同じ時期の妊娠32
W にな っ ても乳腺の発達が悪く , 36 W にな っ て
も, 悪 い ままで , 分娩期を迎え , 産後も悪 い ま
ま, 乳房 マ ッ サ ー ジや児のす い つ きを積極的に
行 っ たにも拘らず , 泌乳が殆 ど見られず , 母乳
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栄養を断念したケ ー ス で ある . こ の 3例 から ,
乳腺発達の 程度 は妊娠の 同時期にあ っ ても個別
性がある こ とがよく分か る .
また , 妊娠32 Wを過 ぎた末期 の超音波画像所
見から判定 した乳腺発達の程度と泌乳の 良否関
係を図面上 にプロ ッ トして見 ると , 図7 の よう
な状況 であ っ た .
また , 同じく得点化 して , 乳腺の 発達の 程度,
泌乳の程度の両方ともに低 い状態か ら高 い 状態
- と0点, 1点 , 2点 , 3点 と配点 して ス ピア




1. 我々 が調査した対象の 乳房の 形態別分布割合
は吉成 ら8) の 結果と異な っ て い た . 吉成 ら は
｢Ⅰ型 14 %, Ⅱ a 型 47 %, Ⅱ b型 24% , Ⅲ型
15 %｣ の 報告を して おり, 我 々 の もの と比較す
るとⅡ a 型は同じ割合 であ っ た が , 他は大きく
異な っ て い る . これは吉成ら が対象を分娩後6
- 10 日目の 裾婦としたため に生 じた結果と考え
られる . 樽婦の場合, 授乳前 は 乳房が緊満 し,
授乳後は乳腺内の 乳汁が排出される ため , 下垂
を伴う形態を呈 しや す い の で は なか ろう か .
Gr e e nhillも非妊婦人で は半球状ま た は突出状
で あるが , 産後に なると振子状 となると記述 し
て い る1 0). 即 ち , 蒋婦 や経産婦 は Ⅱ型や Ⅲ型
を呈 して い る場合 が多い と云え , その た め に吉
成らの 報告は この ような結果となら たとも考え
妊娠経過に伴う乳房の発育状況と泌乳との 関係
られ る .
2 . 乳房の外計測を継続 して 行 っ てみた結果から ,
バ ス トの ト ッ プ周囲値は , 乳腺の肥大 ･ 増殖 と
脂肪組織の 増加 による数値と密接に関連 して お
り, 妊娠12週期頃は , そろそろ エ ス トロ ゲ ン ,
プ ロ ゲ ス テ ロ ン の 分泌が盛んになる こ ととも符
合 し, 非妊時より平均 して2.5c mの 増大が見ら
れ
,
また24週あたりを境 に出産まで , 再 び, 急
激な増大が見られ, 授乳に備えて着々 と準備を
進めて い る ことが推測される .
一 方, ア ン ダ ー 周囲値が , 増加 し始め る頃は ,
胎盤が完成 し胎児の 発育が本格化する時期でも
あり, 妊娠経過と共に子宮底が挙上 さ れ胃部や
横隔膜が庄上され , その 結果 , ア ン ダ ー 周囲備
に影響を及ぼ し, 必ずしも乳房の増大と は関係
しな い と考えられ る . 本調査の 結果はそれを裏
付 けるかの よう に , 妊娠40週頃の 出産間近にな
ると , 胎児の 下降に伴い 子宮底も下降するため,
測定数値も減少 して い るもの と考えられる .
3 . 乳房の 形態から乳汁分泌の 良否を判断するこ
とに つ い ては , 本調査結果の 数値上 から はⅠ型
とⅡb型に良好者 が多く, Ⅱ a 塑では良好者と
不良者とがあり, 吉成ら
8)や河野ら 9) の 報告と
相違しており , 形態を判定する時期の 統 一 や 条
件設定を整備し, 双方の 今後の研究に委ねたい .
した が っ て 現段階におい ては , 上記の ような状
況であり, 今回の検討結果 (P -0.456) か らも
形態の みで は母乳分泌の 良否を断定する こ とは
できない と考えられ る .
4 . 乳房の 増大度から乳汁分泌の 良否を判断する
こ とに関 して は , 出産直前に測定され た バ ス ト
の ト ッ プ周囲値と妊娠前の 基準値の増大差値が .
乳汁分泌の 良否 に関与するこ と大で あろうとの
仮説は覆えされ , 両者間の 相関 (P -0.277) は
認め られなか っ た . これ は, お そらく外側 だけ
の 数値増大だけで は, 即, 乳腺の 発達 に直結せ
ず, 皮下脂肪などの増加が加わ っ たりする こ と
も考慮 しなけれ ばならな い ことを示唆 して い る
と考える .
5 . 超音波画像所見 によ る乳腺発達の程度と乳汁
分泌との 関係 に つ い ては , 結果の ｢7｣ で示さ
れ た と お り , 両 者 間 に は 明 確 な 関 係
(p < o. o1) が成立する こと が確認され た .
こ の こ とは , 超音波画像撮影装置を利用 し ,
乳房内の状況や乳腺の発達程度の把握や判断 ,
母乳分泌の 予測な どに大 い に活用 でき , 装 置の
あるとこ ろで は医師の 診断とは別に, 看護援助
場面に効果的に導入できるもの と考える .
また , こ れらは , 実感の 伴 わ な い 妊娠期の 保
健指導に際し, 基礎資料として利用で き , 個別
の計測や乳房内を超音波画像により描出して見
せ る ことは大きなイ ンパ ク トとなり, 乳房 の セ
ル フケ ア に効果的に働きか けら れるもの と考え
る .
結 論
母乳晴育推進には , 母乳栄養の 確立が前提条件
と なると思われ , 妊娠中か らの 指導 ･ 援助 , な ら
びに母側の 自覚とセ ル フ ケア か ら始まる . その 臨
床的基礎資料と して , 妊娠経過に伴う乳房の変化
状況に つ い て, 形態, 乳房の外 ･ 内面か ら の 発育
変化の 状況 , 乳汁の 分泌状況を調査 ･ 検討 した結
莱 , 以下の ようなこ とが明らかとな っ た .
1 . 乳房は妊娠12過前後 に
一 度急激 に発育 し , 中
期は殆 ど変化がみ られず, 妊娠24週を過 ぎる 頃
か ら再び , 本格的に増大する .
2 . 乳房の 形態の みで , 乳汁分泌の 良否を断定で
きない .
3 . 乳房の 外見上 の増大だけで は乳腺組織の発達
も順調とは言えず, 内部の 描出画像を用 い て判
断するこ とが望まし い .
4 . 超音波画像 は乳房の発育変化把握 に有用 であ
り, info r m ed c o n s e nt & chois eに活用 で き
る .
おぁりに
子 どもの 心の醸成 に, 母と子の atta chm e nt の
形成が基本で あり, 母乳晴育を通 して 最も自然に
創り出されて いく こと は, 関係者の す べ てが 認め
ると ころ であり, 母親に認識と動機 づ けの 機会を
与え , 育児に楽しさと喜びを感 じさせ , 父親 はも
ちろんの こ と社会全体が支持 ･ 支援する ことであ
ろう . 本研究は初期段階の妊娠期の母親にア プロ
ー
チ する 一 つ の 切り口と想定し , その基礎的資料を
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得たと こ ろである . 有効例数が40 と少なく実際に
使用してみ てかなり修正が必要であろう . また ,
一 切看護援助効果や看護介入の 条件設定などを度
外視してある . 今後の 課蓮は , それらの 追跡研 究
を重ねながら , 母と子の 相互 関係の効果 的な関係
の あり方, atta chm e nt形成 へ の 強化の 方法など
を探る研究 へ と発展させ て い きたい .
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妊娠経過に伴う乳房の発育状況と泌乳との 関係
Relationship betw e n the Developm e ntaI Statu s of the Breast
With the Co urs e of Pregna ncy a nd Secreted Milk
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Abstra et
lt ha sbe e n r epo rtedthat bre astfe eding lS an im portantfa ctor in volv ed n ot o nlyin
the gro wth of infa nts but als o in the fo r m atio n of atta chm e nt betw e e nthe m othe r
a nd infa nt. To e stablish br e a stfe eding a nd obtain effctiv e ba sic info r m atio n fo r a s-
sista n c e a nd guida n c e, this study m e a s u red the m orphologlC al change sin the br e a st
du rlng the c o u r s e ofpregn a n cy, statu s of in c r e a s e, a nd cha nge sin the br e a st o n ul-
tr a s o nicim age sin 59pr egn a nt w o m e n, a nd e x a min ed the a s s o ciatio n ofthe s epa -
ra m eters with milks e cretion ba s ed on the s efinding, c onside ring the slgnific an ce of
br e a st fe eding. As a r e s ult, the follo w lng r e s ults w e r e obtain ed; 1. Co n c e r n lng in -
c r e a s ed br e a st
,
the br e a st r apidly In c r e a s ed at ap pr o xim ately w e ek 12ofpr egn a n cy,
then there w ere no change sdurlng the middle pha s e. T he bre a st m arkedly In c r e a s ed
after we ek 24ofpregnancy;2. M ilks e cretion c o uld not be e v alu ated by the m o rphol-
og yofthe br e a st alo n e;3. Ultr a s o nicim age sfa cilitated dete r min atio n ofthe degr e e
of m a m m a ry de v elopm e nt a nd milks e c r etio n. the s efindings s ug ge st that br e a st
m e a s ure m e nts a nd ultr a s onic findings c a nbe individu ally glV e nfo r m other edu c ation
du rl ng pr egn a n cy a ndthat ultr a s o nicim age s a r e u s eful fo rpr o m oting br e a stfe eding.
Key w ords
pregnancy, ultra s o nic im age, m a m mary developm ent,
bre a st fe eding s e cretion
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